
947臨泌 76巻 12号　2022年 11月0385-2393/22/ 紙 :  ¥800/ 電子 : ¥1200/ 論文 /JCOPY

書評

著者の佐々木克典先生に教わっ
ていた学生の頃，膝を叩きながら
本書の初版を読んだ．解剖の質感
が伝わる語り口に加えて，初版に
も第 2版にもその序文に，人体を
深く理解するにはカギになる構造
があり，それはちょうど幾何学の
補助線を引くことで難しい問題が
たちまち解決する感覚に似ている，
と書いてある通りであったからだ．
その考えを「第Ⅰ章 頸部」から早
速実感できる．特に筋・神経・血
管と入り組んだ構造を鰓原性囊腫
という奇形を補助線として鮮やか
に解き明かされているところは必
読である．
「第Ⅱ章 胸部」は本書で最も
ページ数を割いて，解剖の基本を
丁寧に説明している．初めて先生
の解剖学入門の講義を受けたこと
を思い出した．どの章も体表解剖
から始まるが，この章の体表解剖
は他の章より長く，しかしランド
マークは胸骨だけで重要な脈管の
走行と心臓の構造とを関連付けて
いる．それはちょうど優れた臨床
医が患者の些細な仕草を一見して
病気を診断しているようで，熟知
しているとはこのことを言うのだ
ろう．心臓・肺の解剖は読むのに
体力が要るが，どの節よりも多彩

な Figureを見ながら一つひとつ
理解して読み終われば，それらの
構造を手に取るように理解できる．
学問に王道はないのだと言われて
いるようだが，その王道は決して
無味乾燥な道ではなく，他の解剖
学書にはないような視点からの景
色が見えて面白い．
「第Ⅲ章 腹部」では，第Ⅱ章の

9節から続くように，主に横断解
剖が行われている．各横断面での
ランドマークから始まり，細部の
構造まで一つひとつ発生学・生理
学の知識も応用し体系的に積み重
ねて，1つの横断面を完成させて
いく．その読後感は数学の証明を
読んで最後に理解できたときの爽
快感に似ているところがある．
「第Ⅳ章 骨盤部」は常に膜層構
造の解釈で進んでいく．この膜層
構造からの理解というのは本書の
一つの特徴であるが，この章では
それが基調となって進んでいく．
複雑な構造物が次々に姿を現し，
まさに快刀乱麻を断つ勢いであろ
う．そういえば先生の講義はいつ
もリズムがよく，眠たくならな
かった．「第Ⅴ章 鼠径部，下肢」
も同様に膜層構造で解き明かされ
ている．
私が最も好きなパートは，「タ

イムクリップ」という外科医列伝
である．この列伝は有名な術式の
背後にある，その術式を編み出し
た外科医の人間味あるドラマに満
ちており，外科医だけでなく，多
くの医師・研究者人生の補助線に
なるだろう．それが書けるのも，
著者が教育者・指導者として長年，
学生を思い，その成長を見守って
きたことに他ならないからだと思
う．
この書評を依頼されたとき，血

液内科の私は大変恐縮した．しか
し，最新の術式を熟知した外科医
の同胞と私のような異分野の視点
から，新たな補助線を見つけ，第
3版を先生と改訂する夢がある．
この書評がその始まりであると思
い，先生の研究室に出入りしてい
た門下生として（といっても私は
勉強する机とお菓子をいただいて
いただけであったが），僭越なが
ら書かせていただいた．
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